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矢賀学区連合町内会

矢賀学区社会福祉協議会

ー
九
月
八

8
⑪
、
矢
賀
町
内
会
加
人
者
の
九

十
名
の
お
元
気
な
ご
高
齢
の
方
を
お
迎
え
し
て
、

篠
原
東
区
長
、
衆
議
院
議
員
自
民
党
政
調
会

長
岸
田
文
雄
先
生
他
五
名
の
来
賓
の
先
生
の
ご

臨
席
を
得
て
、
盛
大
に
敬
老
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
七
十
五
歳
以
上
の
町
内
会
加
入
者
は

五
三
二
名
で
、
最
高
齢
は
矢
賀

-
T目
の
倉
本

憲
房
さ
ん
と
矢
賀
一

T
目
の
安
部
久
子
さ
ん

の
男
女
二
名
の
一
〇
一
歳
で
す
。

本
H
の
敬
老
会
は
対
象
者
、
来
賓
、
役
員
の

―
一
九
人
出
席
の
も
と
で
催
し
、
矢
賀
小
学
校

の
児
童
か
ら
出
席
者
全
員
に
心
の
こ
も
っ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
配
布
、
矢
賀
幼
稚
園
園
児

の
皆
さ
ま
か
ら
は
会
場
に
絵
を
飾
り
い
た
だ
き
、

ま
た
、
矢
賀
―

-
T
Hの
山
口
寿
紀
さ
ん
か
ら
は

松
の
盆
栽
を
お
借
り
し
、
舞
台
袖
に
飾
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
会
の
皆
さ
ま
に
は
手
料
理
を
作

っ
て
も
て
な
し
て
頂
き
ま
し
た
。

式
典
に
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
の
余
興
で

は
、
町
内
会
の
銭
太
鼓
同
好
会
の
皆
さ
ま
の
演

技
、
民
謡
グ
ル
ー
プ
「
五
響
」
と
地
元
女
性
の
皆

さ
ま
の
民
謡
で
祝
っ
て
頂
き
、
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

畑石広島県議会議員の音頭で乾杯

終
わ
り
に
、
敬
老
会
に
際
し
て
、
広
島
駅
弁

当
閥
、
ワ
カ
サ
病
院
よ
り
ご
祝
倍
を
頂
き
ま

し
た
こ
と
を
、
町
内
会
を
代
表
し
て
お
礼
巾
し

上
げ
ま
す
。
矢
賀
学
区
連
合
町
内
会

貪

大

田

正

憲

矢
賀
学
区
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会

会
長
飯
田
澄
雄

国土交通大臣感謝状伝達式

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
（
毎
年
八
月
一

H
S
八

月
一
一
平
'
-
日
開
催
）
で
、
矢
賀
学
区
連
合
町
内

会
大
田
正
憲
会
長
が
長
年
の
道
路
愛
跛
等
に

よ
る
功
紹
に
よ
り
国

t
交
通
大
臣
表
彰
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
は
八
月
二
十
七

Hoo束
区
役
所
に
て
、

篠
原
東
区
長
代
理
授
与
で
行
わ
れ
た
伝
達
式

の
様
子
で
す
。

国
土



矢賀 学区 だ よ り 矢賀 学 区 だ よ り 令和元年(2019~10月 18(2)

乱16日
由
ふ
れ
愛
・
イ
ン
・
や
が
＆

防
災
フ
ェ
ア

乱3
H巾
ク
リ
ー
ン
了
ー
タ
ウ
ン
ニ
菓

14
時
10
分
S

※
集
合
場
所

矢
賀
小
学
校

（
矢
賀
1
5
4丁
目
町
内
会
）

矢
賀
新
町
公
園

（
新
町
・
新
中
・
南
町
内
会
）

矢
賀
第
2
公
園

(
6丁
目
町
内
会
）

5
日
由
や
が
祭
り

17
時
5矢賀
小
学
校
体
育
飽

14
日
⑱
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

8
時
30
分
5

矢
賀
小
学
校

19
日
由
東
区
青
少
年健
全
育
成
大
会

10
時
5

東
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

矢

賀

連

合

町

内

会

賀
皿
会
福
祉
協
議
今

十
月
S
十
一
月
の

＿
な
行
事
予
定

徹

羽・岱・
只士・ス・
x.x.X
・ロ・名菱・名羽・ス
・x.x
．名
祠
・菱・ス
・x,
＂ャス
・
ル
ク
の
紹
介
。
ま
た
子
供
達
の
登

F
校
中

俎
嚢
届
薗
工量
薗
慧
薗ニ~
や
留
守
番
巾
に
災
害
が
起
き
た
時
の
避

:
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難
の
仕
方
に
つ
い
て
、
家
族
と
話
し
合
う
こ
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と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

矢
賀
女
性
会
の
皆
さ
ん
が
早
朝
よ
り
炊

き
出
し
訓
練
と
し
て
用
意
さ
れ
た
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
訓
練
は
お
わ
り
ま

し
た
。
関
係
者
の
皆
様
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

矢
賀
学
区
自
主
防
災
会
連
合
会

貪

正

田

修

一

九
月
十
四
日
、
前
日
か
ら
の
大
雨
で
府

中
大
川
観
測
所
の
水
位
が
氾
濫
・
浸
水
の

恐
れ
が
あ
る
た
め
矢
賀
学
区
に
「
警
戒
レ

ベ
ル
4
・
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
（
緊
急
）
」

が
発
令
さ
れ
た
想
定
で
、
避
難
訓
練
を
し

ま
し
た
。

町
内
会
・
矢
賀
小
学
校
P
T
A
・
子
供

会
・
絆
キ
ッ
ズ
の
皆
さ
ん
は
隣
り
近
所
に

「
声
を
か
け
合
っ
て
早
め
に
避
難
し
よ

ぅ
」
を
合
言
薬
に
三
―

10名
が
生
活
避
難

場
所
の
矢
賀
小
学
校
に
集
合
し
ま
し
た
。

防
災
訓
練
で
は
、
消
火
器
体
験
・
士
の
う

作
り
の
体
験
を
し
て
、
体
育
館
に
移
り
生

活
避
難
場
所
運
営
本
部
長
の
大
田
正
憲

が
挨
拶
を
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
に
発
生

し
た
広
島
土
砂
災
害
の
D
V
D鑑
賞
、
生

活
避
難
場
所
運
営
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

子
供
達
も
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一

生
懸
命
に
消
火
器
体
験
を
し
ま
し
た
。
中

央
集
会
所
で
は
、
東
消
防
団
女
性
隊
の
防

災
紙
芝
居
を
鑑
賞
し
三
宅
防
災
士
か
ら
、

非
常
持
ち
出
し
袋
•
水
の
備
え
の
大
切
さ

（
一
日
一
人
2
5
3
リ
ッ
ト
ル
必
要
）
・
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
へ
の
配
應
や
液
体
ミ

24
日
巾
ク
ラ
ブ

2
6
日
①
陸
上
記
録
会

30
日
⑱

S
十
一
月
1
日
⑥

五
年
生
野
外
活
動

広
島
市
立
矢
賀
小
学
校

校

長

原

省
略
で
き
る
項
目
は
な
い
か
を
洗
い
出
し
、
き
る
の
で
す
。

精

選

を

行

い

ま

し

た

。

も

の

ご

と

が

変

化

す

る

と

き

に

は

、

天
候
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
働
き
方
様
々
な
ご
意
見
が
出
て
く
る
の
は
十
分
承

改
革
に
関
係
し
て
も
種
目
や
応
援
方
法
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
ど
う
か
、
学
校
の

を
変
更
し
ま
し
た
。
赤
白
リ
レ
ー
（
各
学
現
状
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

級
の
代
表
が
出
て
行
う
リ
レ
ー
）
を
今
年
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
の
運
動

か
ら
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
朝
の
エ
ー
ル
交
会
も
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
に
見
て
い
た

換
、
午
後
か
ら
の
応
援
合
戦
を
一
本
化
し
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
を
励
ま
し
て
や
っ
て

ま
す
。
リ
レ
ー
の
指
導
、
応
援
合
戦
の
指
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

導
は
、
朝
の
時
間
、
昼
休
憩
な
ど
を
使
っ
て
十
月
の
行
事

教
員
が
指
報
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

1
8
⑩
弁
当
持
参

れ
ら
の
時
間
は
、
勤
務
時
間
外
で
あ
っ
た

3
H
巾
ク
リ
ー
ン
マ
1
タ
ウ
ン
ニ
薬

り
、
休
憩
時
間
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の

4
8
⑥
一
年
生
ふ
れ
あ
い
学
習

よ
う
な
時
間
帯
に
、
「
子
ど
も
の
指
導
を

8
8
⑩
秋
の
歯
科
検
診
避
難
訓
練

お
願
い
し
ま
す
。
」
と
は
、
言
え
な
い
状
況

9
8
⑱
個
人
懇
談

に
あ
り
ま
す
。

1
1
8
⑥
前
期
終
業
式
個
人
懇
談

「
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
の
に
、
な
ぜ
今

1
5
8
⑩
後
期
始
業
式

年
か
ら
で
き
な
い
の
か
。
」
「
運
動
の
得
意
教
育
実
習
開
始

な
子
の
活
躍
の
場
を
奪
う
の
か
。
」
と
い
う

1
6
8
⑩
二
年
生
お
も
ち
ゃ
祭
り

ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

三
年
生
新
幹
線
車
庫
見
学

18

で
通
り
で
は
、
先
生
方
の
働
き
方
に
は
何
2
3
日
困
芸
備
線
全
線
開
通

月

の

変

化

あ

り

ま

せ

ん

。

ど

こ

か

で

変

え

な

セ

レ

モ

ニ

ー

。
ー

．
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

運
動
の
得
意
な
子
に
は
、
市
全
体
で
行

伊19 ⑳
わ
れ
て
い
る
「
水
泳
記
録
会
」
「
陸
上
記
録

冠
会
」
な
ど
の
場
が
あ
り
、
本
校
は
毎
年
参

加
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な

⑪
舞
台
で
自
分
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

佃

「
秋
の
メ
ロ
デ
ィ
」

九
月
十
二
8
巾
牛
田
総
合
ス
ホ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
東
区
老
連
主
催
の

ペ
タ
ン
ク
大
会
で
、
矢
賀
学
区
の
「
田
中
穂

東
区
老
連
ヘ
タ
ン
二

消火器の体験

矢
賀
学
区
ヘ
タ
ン
ク
同
好
会

貪

空

下

覇

昭

積
・
細
田
洋
•
関
本
和f
」
組
が
優
勝
し
ま

し
た。矢賀
学
区
は
、
昨
年
九
月
十
三
日
に
開

催
さ
れ
た
同
大
会
で
「
空
下
重
昭
・
林
紀

男
・
寺
本
百
合
子
」
組
の
俊
勝
に
続
き
、

二

年
連
続
俊
勝
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
学
校
で
は
、
九
月
二
十
八
日
の
運

動
会
に
向
け
て
一生
懸
命
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
朝
晩
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
涼
し

く
な
り
ま
し
た
が
、

H
中は一
二
十
度
越
え

の
暑
い
H
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

環
携
中
で
子
ど
も
た
ち
は
練
習
す
る
の

で
す
か
ら
、
教
員
も
従
来
通
り
の
練
習
方

法
を
見
直
し
、
時
間
短
縮
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

例
え
ば
、
入
場
行
進
を
こ
れ
ま
で
の
学

年
ご
と
で
は
な
く
、
赤
白
が
同
時
に
両
サ

イ
ド
か
ら
人
場
す
る
方
法
に
変
更
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
待
っ

時
間
も
入
場
行
進
に
か
か
る
時
間
も
半

分
で
済
み
ま
す
。
ま
た
、
開
会
式
の
中
で

賀
沢
な
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
、

童
謡
、
ア
ニ
メ
の
主
題
歌

と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
選
曲
と
岸
み

の
あ
る
演
奏
、
竹
本
先
生
の
軽
妙
な
司
会

そ
し
て
ご
自
身
で
描
か
れ
た
絵
を
交
え
、

「
令
和
」
と
い
う
元
号
に
も
恨
れ
、
気
が
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
で
す
。
知
っ
て
い

つ
け
ば
今
年
度
も
半
分
を
過
ぎ
ま
す
。
る
曲
が
始
ま
る
と
闘
躇
無
く
一
緒
に
歌
い

先
H
、
祖
父
母
参
観
8
を
行
い
ま
し
た
。
始
め
る
の
も
子
供
な
ら
で
は
の
自
然
な
姿

秋
恒
例
で
、
祖
父
母
、
保
股
者
の
方
が
、
た
で
す
。

く
さ
ん
園
に
集
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
最
近
お
馴
染
み
の

前
半
は
、
普
段
の
園
生
活
の
様
子
を
参
観
「
パ
。フ
リ
カ
」
で
す
。
前
奏
が
始
ま
る
と
、

し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
肩
た
た
き
や
わ
子
供
た
ち
が
思
わ
ず
立
ち
上
が
り
、
み
ん

ら
べ
歌
な
ど
で
ふ
れ
あ
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
な
で
踊
り
始
め
、
最
後
に
集
ま
っ
て
手
を

顔
を
見
合
わ
せ
る
踊
り
で
は
、
双
方
照
れ
合
わ
せ
る
部
分
で
は
、
嬉
し
そ
う
で
幸
せ

く
さ
そ
う
な
、
で
も
満
面
の
笑
み
が
こ
ぼ
そ
う
で
、
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
恩
わ
ず
涙

れ
、
見
る
方
も
つ
ら
れ
て
同
様
の
表
情
に
腺
が
緩
み
ま
す
。

,
J
 

な
い
闘
鱈
計
＂
／

知}
:
9--

J
～
ら

討
埠
i

}fJI

、

ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

安
芸
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し

《
”.`

ー
カ

た
リ

1

プ

痴

て
立
ち
上
が
っ
た
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、

．

文
字
通
り
シ
ニ
ア
の
方
が
中
心
で
、
指
揮
の

—
i
I
N

ャ

パ
が

l

J

花

,t
J
 

竹
本
先
生
は
、
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指

ー

ふ
し`
＇

し

J

導
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
幼
稚
園
で
歌

3
 

の
指
溝
も
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
園
歌
の
合
唱
で
幕
開
け
で
す
。
い
老
若
男
女
、
同
じ
時
間
同
じ
空
間
に
集

つ
も
歌
っ
て
い
る
園
歌
に
弦
・
管
・
打
楽
器
い
、
一
緒
に
音
楽
を
聴
く
。
何
と
平
和
な

が
加
わ
る
と
、
別
の
曲
の
よ
う
に
も
思
え
、
光
景
だ
ろ
う
か
、
と
も
思
い
ま
す
。



矢賀 学 区 だ よ り 令和元年⑳19年 10月1日(4)

広
島
市
立
矢
賀
幼
稚
園

園

長

井

筒

敦

子

十
月
の
行
事

1
H
必
来
年
度
園
児
猫
集
開
始

5
日
由
運
動
会

1
5
H
o
o
う
さ
ぎ
ル
ー
ム

2
5
H
⑥
な
か
よ
し
広
場

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

朝
夕
に
は
よ
う
や
く
秋
ら
し
い
風
が
心

地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し

た。読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
、

食
欲
の
秋
…
。
皆
さ
ん
は
ど
の
秋
を
選
び

ま
す
か
？
子
ど
も
た
ち
に
は
、
色
々
な
も

の
に
触
れ
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
し
充

実
し
た
「
実
り
の
秋
」
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
九
月
+
-
8
5
十
三

H
に
か
け
て
。
フ
レ

ゼ
ン
ト
工
作
を
行
い
ま
し
た
。
「
か
わ
い
い

●

「

」

の

ご
紹
介
●

暑
さ
が
少
し
ず
つ
和
ら
ぎ
、
外
出
す
る

こ
ん
に
ち
は保
健
師
で
す

こ
の
平
和
な
光
景
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
ふ
く
ろ
う
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
作
り
で
し
た
。

ず
っ
と
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
う
秋
の
一
コ
ふ
く
ろ
う
の
形
に
切
っ
た
皮
に
電
気
ペ
ン
で

マ

で

し

た

。

模

様

を

つ

け

、

そ

の

後

、

色

付

け

を

し

ま

し
た
。
皮
が
焼
け
る
と
き
の
独
特
の
臭
い

を
感
じ
な
が
ら
、
使
い
恨
れ
な
い
電
気
ペ

ン
を
握
り
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
子
ど
も
の
ア
イ
デ
ア
、
想
像
力

は
果
て
し
な
く
色
々
な
色
合
い
の
表
情
豊

か
な
ふ
く
ろ
う
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

児
童
館
で
は
こ
れ
か
ら
「
オ
セ
ロ
教
室
」

「
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
で
遊
ぼ
う
」
な
ど
の
楽

し
い
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
参
加
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

十
月
の
行
事

3
日
巾
ク
リ
ー
ン
マ
1
タ
ウ
ン
ニ
熊

17
日
困
オ
セ
ロ
教
室

24
日
巾
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
で
遊
ぼ
う

31
日
困
避
難
訓
練広
島
市
矢
賀
児
童
館

に
も
何
か
に
取
り
組
む
に
も
と
て
も
よ
い

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
い
ざ
外
出
を

し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
お
住
い
の
地
域
に

ど
の
よ
う
な
行
き
場
が
あ
る
か
よ
く
分

か
ら
な
い
と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

子
育
て
中
の
方
や
障
害
児
・
者
、
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
、
地
域
で
交
流
し
た
り
、
活

動
し
た
り
す
る
場
所
を
お
探
し
で
は
な
い

で
す
か
？

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
を

手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
ほ

し
い
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
み
た
い
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？東
区
で
は
、
こ
の
度
、
地
域
団
体
の
活
動

や
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
「
東
区
地
域
支

え
あ
い
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

【
ど
ん
な
俯
報
が
あ
る
の
？
】

日
常
生
活
圏
域
（
中
学
校
区
）
ご
と
に
次

の
情
報
が
マ
ッ
プ
と
リ
ス
ト
で
ご
買
い
た
だ

け
ま
す
。

①
通
い
の
場

＊
子
育
て
親
子
の
通
い
の
場
（
子
育
て
オ
ー

プ
ン
ス
ヘ
ー
ス
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
）

＊
障
害
児
・
者
の
交
流
の
場

＊
高
齢
者
の
通
い
の
場
（
い
き
い
き
サ
ロ

ン
等
交
流
の
場
、
い
き
い
き
百
歳
体
操

等
介
護
予
防
拠
点
）

②
生
活
支
援

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

＊
住
民
主
体
型
生
活
支
援
訪
問
サ
ー
ビ

ス③
認
知
症
カ
フ
ェ

④
障
害
児
・
者
支
援
事
業
所

リ
ス
ト
に
は
、
①
活
動
団
体
の
名
称

②
実
施
場
所
③
所
在
地
④
活
動
日
時
⑤

活
動
内
容
⑥
利
用
料
金
⑦
相
談
窓

n・辿

絡
先
を
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
「
東
区

地
域
支
え
あ
い
リ
ス
ト
」
と
検
索
、
も
し

く
は
左
の
Q
Rコ
ー
ド
を
読
み
取
り
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
‘

身
近
な
所
で
あ
な
た
に
ピ
ッ
タ
リ
の
通
い

の
場
、
活
躍
で
き
る
場
所
を
見
つ
け
ま
し

ょろ
(
O

東
保
健
セ
ン
タ
ー
（
地
域
支
え
あ
い
課
）

電
話

"
0
8
2
(
5
6
8
)
7
7
2
9

保
健
師
平
西
桃
子


